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はっかの栽培技術
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１ はじめに
はっかはしそ科の多年生植物で繁殖は
通常、種根（しゅこん：地下茎）による
栄養繁殖である。北海道では植え付け
後、数年間は前年の刈株から芽出しして
連作する。
はっかの精油は、開花最盛期ではその
80～90％が葉に含まれる。茎葉を水蒸気
蒸留して得た油分は取卸油（とりおろし
ゆ）と呼ばれ、精製して白色針状結晶の
メントール（はっか脳）と淡黄色透明液
体の「はっか油」を得る。これらは医薬
品や食品、日用品などに利用されてきた
が、近年は生薬として乾燥した葉の需要
もある。

２ 造成年の作業体系
(１) ほ場の準備
はっかは酸性土壌に弱い作物で、酸性土壌で栽
培すると地上部・地下部の生育が不良となり収油

率の低下につながる。
種根の植え付け前には土壌 pH を測定し、

pH6.5程度になるよう、石灰資材を全面施用し、
作土と十分混和させる。
はっかは排水が良く有機物に富む肥沃な土壌

（壌土から砂壌土が最適）を好む作物で、堆きゅう
肥の施用効果は高く、10a 当たり２t 程度までは
生草重や収油率が増加する。はっかの地下茎は地
表から10～13cm間に生育し、主要根群は20cm内
外に分布する。このため、植え付け前に完熟した
堆きゅう肥を全面散布し土壌に混和しておく。
(２) 種根の準備
はっかは一般に地下茎で増殖し、繁殖用の新地

下茎を「種根（しゅこん）」と呼んでいる。通常の
栽培では種根の増殖率は10倍程度で、他の作物に
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表１ 酸度矯正試験

はっかの生育状況

表２ 堆肥用量試験



比べ増殖率が低い。
はっかほ場造成時（秋又は早春）には、種根を
150～200kg/10a 準備する。
種根の準備に当たっては、地下茎が充実し節間
が短く、白色で弾力があり、生長点に損傷が無い
ないものを選ぶ。
種根採取では、計画的に採取畑を設置し、採取
予定ほでは９月末以降の遅刈りとするが、植え付
け量は通常栽培の10a 当たり150～200kg とする。
採取畑では管理が良いと種根の増殖率は40～60倍
となる。
種根の採取作業は、昭和40年頃は人力が主体で、
10a 分の種根採取作業５～６時間かかったが、近
年はポテトディガの使用により２～３時間程度に
短縮した。
(３) 施肥法・施肥量
施肥量は、窒素及びリン酸は８～11kg/10a 程

度、カリ５～８kg/10a 程度となるが、施肥設計に
当たっては、ほ場の地力により施用量を加減する。
窒素は、生育最盛期（７月～８月上旬）に吸収
されたものは主茎の増加に、それ以後に吸収され
たものは分枝の茎葉の増加につながる。生育後期
の窒素切れは落葉の増加につながり、脳油の収量
の減少につながる。
窒素は基肥（植
付時）に１／３、
残りを春の萌芽時
と７月上旬に即効
性の窒素肥料で半
分ずつ施用しても
よい。追肥は根際
の畦間に施用し、
その後、中耕除草
を兼ねてカルチ
ベータで土壌と混
和する。
基本的には、植
え付け時に堆きゅ
う肥を十分に施用
しておくことが、
生育後半までの窒
素供給に効果が高

い。施肥設計にあたっては、地力や有機物の施用
量を勘案して窒素量を加減し、施用時期を判断す
る。
窒素を増肥するにつれて窒素吸収量も増加し、

草丈や分枝数、葉数が増加し収油量も増加するが、
11.3kg/10a を超えると茎葉の軟弱化と倒伏の危
険性が増し、収油量も低下傾向となる。また、窒
素施用量が７kg/10a 程度以下の場合は施用量よ
り吸収量が多くなり、土壌中の窒素減耗が起きる
と推定される。
窒素施用量と取卸油の成分の関係では、明瞭で

はないが、窒素を多用するとメントール含量が多
少低下するようである。
リン酸は、生育初期の地下部の発育を促し、生

育後期には茎葉の成熟を進める。はっかは他の作
物と比べてリン酸の吸収量が少ないので、施用量
が少なくても吸収による土壌中の減耗は多くなら
ない。しかし、土壌中のリン酸量が少ない火山性
土や網走管内北部の重粘土では、リン酸を標準施
用量の範囲の中で多めに施用する。また、土壌の
酸性化を防ぐことと、肥効の持続を考慮して肥料
を選択する。
リン酸用量試験では、リン酸を増肥すると生草

重は11kg/10a 程度まで増加するが、それ以上の
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表３ 窒素用量試験

表４ リン酸用量試験



施用では茎葉や
収油量は減少傾
向となった。
リン酸施用量
と取卸油の成分
の関係では、明
瞭ではないが、
リン酸を多用す
るとメントール
含量がやや高率となる傾向があるが判然とした結
論は得られていない。
カリは、窒素と共に吸収量が多い。カリは地下
茎の発育を進め生育を旺盛にし、茎の強剛性を増
す傾向にあるが、天然供給量が多いほ場では、施
用量を増加しても収油量の増加は緩慢となる。
カリ用量試験では、カリを増肥すると生育が旺
盛となり、リン酸と同様に葉部よりも茎部の増加
割合が大きくなった。カリは天然供給量が多いた
め、3.8～7.5kg/10a 程度まで肥効が高いが、それ
以上になると増加は緩慢になり、15kg/10a では
生草重や収油量がやや低下した。カリ施用量と取
卸油の成分の関係では、カリを多用するとメン
トール含量が多少低くなる傾向がある。
(４) 種根の植付け
北海道のはっかの植付けには、秋または早春に
種根を植付ける方法と、萌芽した苗を移植する方
法があるが、秋に種根を植付ける方法が一般的で
ある。
春植えの場合は融雪後、土壌に水分が残ってい
る４月上旬～下旬が望ましい。作業が遅れると降
水量が少ない時期にあたるほか、強風による干害
を受けやすくなる。
種根は乾燥に弱いので、種根の堀り取りや植え
付け作業は、日射や強風の日をなるべく避けるほ
か、堀り取り後は速やかに植え付ける。
植え付け方法は、畦幅50～60cm の作条とし、

「肥料やけ」を防ぐため、施用した肥料は十分に土
壌と混和させた上に種根を並べた後、２～３cm
の覆土を行う。
最近では、省力化を図るため、肥料をブロード
キャスタで全面散布し、ロータリで土壌混和後、
カルチベータで作条して種根を並べ、足等で覆土

する方法がとられている。作業時間は、基肥の散
播とカルチベータの条切り、種根の手植えと覆土
により、４～５時間となっている。
種根は、畦の30cm 幅に頂芽や側芽が３本前後

となるように植え付る。植え付け量は10a 当たり
150～200kg 程度である。種根の植え付量が少な
いと低収になるほか、分枝が増加し倒伏しやすい。
逆に、植え付け量が多いと初年目の生草重や取卸
油は増加するが、密植状態が進むと生草重の増加
割合が緩慢となるほか、収油率が低下し、限度を
超えた密植では減収となる。
(５) 造成年の栽培管理
一年目の栽培では、春の萌芽後、ほ場全面にツー
スハローや畦間にカルチベータをかけて中耕・除
草を行う。欠株部分は雑草の発生につながるの
で、可能であれば早春のうちに補植を行う。
除草は、基本的にはツースハローの複数回使用

で十分だが、１年目の畑は条状に出芽するため、
カルチベータも使用できるほか、除草剤も使用で
きる。雑草がはっかと一緒に刈り取られ蒸留され
ると、臭いが取卸油に移り商品価値を著しく低下
させるので、雑草の混入には細心の注意を払う。
取卸油の品質が重視されるため、手取りによる除
草の徹底が必要となっている。
除草剤はシロザ、タデ、ハコベなどの広葉雑草

対象に「リニュロン水和剤」（商品名：ロロックス）
が使用できる。機械除草や除草剤散布にもかかわ
らず、残った雑草は結実前に刈り取り、ほ場の外
に出し次年度の雑草発生を防ぐ。

３ 連作年の作業体系
現在栽培されている品種「ほくと」は萌芽が旺

盛で、茎数の過剰に注意する必要がある。秋耕起
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表５ カリ用量試験



時のリン酸主体の施肥により生育の安定と、品種
改良による病害虫抵抗性の向上により、近年では
５～６年又はそれ以上の連作でも安定した生育と
収量が得られている。
(１) 秋耕起
連作畑では堆きゅう肥等の有機物資材を補給し
ないと次第に萌芽や生育が不良となり、収量の低
下につながる。一般的には、蒸留を終えたはっか
茎葉をはっかほ場に散布した後、秋耕起して地下
茎を均一に埋没させる。耕起時にリン酸を主体と
した施肥により、翌春の生育は安定してくる。刈
り取り後速やかに耕起すると次年度の萌芽が非常
に良くなる。耕起後はツースハローにより表面を
ならす程度とし、土壌水分の保持を図る。
耕起深は、地下茎の腐敗が少なく種根が多い場
合は15～20cm 程度とし、地下茎の腐敗が多いな
ど種根が少ない場合は10～15cm程度とする。
近年は大型トラクタの走行による踏圧により、
作土が固くなりやすい。発根不良を防ぐため適正
な秋耕起を行うほか、蒸留後のはっか茎葉の鋤込
みなど、有機物の補給に努める。
また、耕起を春期に実施すると萌芽を遅らせる
ので、やむを得ず春耕を行う場合には、融雪後す
みやかに実施する。
(２) 施肥量・時期
連作２年目以降の施肥は春季にほ場に散布し、
ハローがけにより土と攪拌する。除草も兼ねて土
を柔らかくすると、初期生育の促進と、ジノミの
被害抑制にも効果がある。

４ 収穫・乾燥
和種はっかの取卸油の商品価値は、採脳率や色
択などによって決定されるので、刈り取り時期は
取卸油の生産が多
く、採脳率や色択な
どが良好な時期とな
る。
和種はっかでは生
育の経過に伴って生
草重が増加し、収油
率も向上するが、脳
油の収量は生育後半

に急激に増加し、早生種では開花始め（９月上旬）、
中生種では着蕾期～開花始め（９月上～中旬）、晩
生種では着蕾始～着蕾期（９月中～下旬）にそれ
ぞれ最高収量となり、その後は減少する。刈り取
り前後の収油量の変動には品種間に差がある。
また、生育後半の病害虫発生や倒伏のため、早

期に落葉する場合は早めに刈り取る。生育後半の
倒伏は、脳分含量はそれほど変わらないが、取卸
油は落葉や収油率の低下により倒伏後の日数の経
過に伴って急激に低下する。
刈り取りは晴天の日を選び、時間帯は９～16時

が良いが、朝露の乾いた午前中がもっとも望まし
い。降雨曇天の日や早朝薄暮の時刻など、空気中
の湿度が高い時間帯に刈ったものは乾燥中に蒸さ
れやすく収油量がやや少なくなる可能性もある。
現在では、蒸留施設の能力向上により、バイン

ダで結束せずに刈り倒し、降雨に注意しながら地
干しを行う。その後３日程度島立て乾燥を行い、
「７分乾燥程度」の時に直径40cm程度の大束にま
とめ、乾燥施設に搬入している。
島立てをする場合、茎葉に水分が多いと中が蒸

れて、取卸油の品質・収量の低下につながるので、
あまり大きな島立てとしない。乾燥中に降雨に遭
うと蒸れたり異臭の発生につながるので、ビニー
ルなどで覆い、濡れないようにする。

５ 蒸 留
はっか茎葉の水蒸気蒸留は、蒸留缶にはっかの

乾草を詰め、下から蒸気を吹き上げる。この蒸気
が乾草の中を通り、茎葉に含まれている揮発性の
脳油分とともに上昇して導管を経て冷却器に入
り、冷却結露して液化し、分水器に蓄積される。
分水器内では、脳油分は水よりやや比重が小さい
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表６ はっかの刈り取り時期試験成績



ため、留出液の上層に集積されて水と
分離するのでそれを採取する。蒸留し
て得た精油を取卸油という。
蒸留上の注意事項として、蒸留缶へ
の乾草の詰め込みは平均に堅くすると
取卸油の留出が早く、蒸留時間が少な
くてすむだけでなく、油の流亡も少な
くなるので、乾草の踏み込みは十分に
行う。
現在の蒸留施設（滝上町・灯油使用）
では、１釜を１時間で蒸留し、１日12
時 間操業している。１釜当たり
12～20a 分（約1.5t の７分乾燥の茎葉）
の乾草が充填でき、１日当たり
1.5～2.0ha 分の蒸留を行っている。
これにかかる人員は、ボイラー１名、
蒸留２名の計３名である。注意点とし
て、ボイラーの蒸気圧は２～３
kg/cm2を目途におこなう。乾草の詰
め込み時には極少量の蒸気を送りなが
ら詰め込むと良い。

６ 残さの利用
はっかの茎葉を蒸留した残さは一般にはっか稈
と呼ばれ、かつては牛馬の飼料として利用されて
いたが、近年は土壌に対する粗大有機物として利
用価値が高い。乾物量は、近年は品種改良の結果
500～1,200kg/10a となる。はっかの茎葉の10a
当たり生産量を２.～5.0t で乾物歩留まりが
45～50％とすると、堆肥換算では1.1～2.5t と推
定される。
近年は、蒸留後のはっか茎葉をそのままほ場に
散布する場合が多く、茎葉はほ場に移動後、フロ
ントローダでほ場に散らし鋤込む。その時、テッ
ダで散らす事例もある。

※ほ場更新時の留意事項
連作により収量が低下するなどにより他の作物

に変更する場合や、種根を採取後で種根の残留が
懸念されるほ場では、一般的なプラウ耕の耕深
（20～25cm）で種根を鋤込むと、その後のはっか
の再生を防ぐことができる。
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はっかの名称


